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近藤譲：汎音  

12 本又 は 24 本 のフ ル ートの ための  

 

Pamphonos  

for 12 or 24 Flutes  

 

 

12 本 又 は 24 本 の フ ル ー ト の た め の 《 汎 音 》 (Pamphonos)は 、 2004 年 に 、 フ ラ ン ス ･フ

ル ー ト ･オ ー ケ ス ト ラ の 委 嘱 で 作 曲 さ れ 、同 じ 年 に パ リ で 、彼 等 の 演 奏 に よ っ て 初 演 さ れ た 。 

曲 題 の ｢パ ン フ ォ ノ ス ｣（ 直 訳 す れ ば 、「 汎 音 」） は 、 古 代 ギ リ シ ャ の 音 楽 用 語 で 、「 全 声 」

の 意 。 又 、「 全 て の 声 を 尽 く し て 」 と い う そ の 意 味 の 延 長 と し て 、「 表 現 的 な 」 と い う 意 味

合 い を も 持 っ て い る 。 古 代 ギ リ シ ャ の 詩 人 ピ ン ダ ロ ス の 叙 事 詩 に は 、 次 の よ う な 一 節 が あ

る ：「 女 神 （ ア テ ー ネ ー ） は 、 そ の 真 な る 友 を 罠 か ら 救 う に あ た っ て 、 ア ウ ロ ス の 全 声 (パ

ン フ ォ ノ ス )を 響 か せ 、そ れ に よ っ て エ ウ リ ュ ア レ ー の 貪 欲 な 顎 か ら 迸 る 騒 々 し く も 悲 嘆 に

充 ち た 叫 び 声 を 模 倣 し た の だ っ た 。」  

近 藤 譲  

 

 

初 演 ： 2004 年 6 月 （ パ リ 、 フ ラ ン ス ）  

初 演 者 ：  Pierre-Alain Biget (指 揮 ) Orchestre des Flûtes Français (Paris, France)  

委 嘱 ：  Orchestre des Flûtes Français (Paris, France)  

出 版 ： University of York Music Press (UK) 

演 奏 時 間 ： 10 分  


